
　　

本
研
究
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
働
き
方
に
注
目
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。

　

家
事
労
働
研
究
で
は
、
家
事
を
労
働
と
し
て
把
握
し
、
世
帯
内
に
お
け
る
家
事
関
連
時
間
や
家
事

分
担
な
ど
の
家
事
労
働
の
分
析
を
通
し
て
、
女
性
へ
の
負
担
の
偏
り
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
（
大
和　

二
〇
〇
二
）。
し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
家
事
労
働
の

市
場
化
が
進
展
し
、
ま
た
家
事
が
行
わ
れ
る
社
会
関
係
も
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、「「
家
内
領
域
に
お
い
て
、
家
族
の
た
め
に
、
女
性
が
行
う
無
償
の
、
労
働
力
再
生
産
労
働
」

と
い
う
家
事
概
念
や
、
そ
の
根
底
に
あ
る
「
公
共
／
家
内
領
域
の
分
離
」
と
い
う
社
会
認
識
を
脱
構

築
し
（
大
和　

二
〇
〇
二
：
一
二
七
）」、
別
の
視
点
か
ら
家
事
を
と
ら
え
直
す
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　

加
え
て
、
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感
染
症
拡
大
前
よ
り
も
、
生
活
を
重
視
す
る

よ
う
に
変
化
し
た
就
業
者
も
少
な
く
な
い
（
内
閣
府
『
第
二
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調
査
』〔
令
和
二
年
一
二
月
二
四
日
〕）。
内
閣

府
の
調
査
で
は
、
就
業
者
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
意
識
変
化
を
問
う
た
質
問
項
目
に
お
い
て
、

「
感
染
症
拡
大
前
よ
り
も
、
生
活
を
重
視
す
る
よ
う
に
変
化
」
し
た
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
第

一
回
調
査
（
六
月
）
で
は
五
〇
・
四
％
、
第
二
回
調
査
（
一
二
月
）
で
は
三
五
・
〇
％
に
上
っ
た
。

　

家
事
労
働
の
と
ら
え
方
に
は
、
①
有
償
労
働
に
第
一
義
的
な
価
値
を
置
き
、
有
償
労
働
と
比
較
し

て
「
雑
事
」
と
し
て
家
事
労
働
を
と
ら
え
る
立
場
と
、
②
有
償
労
働
・
家
事
（
無
償
労
働
）
と
も
に

人
間
の
持
続
的
な
生
活
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
不
可
欠
な
労
働
と
し
て
包
摂
し
、
有
償
労
働
と
の
比
較

を
行
わ
な
い
「
生
命
・
健
康
を
維
持
し
、
生
活
を
整
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
活
動
」
と
し
て
家
事
労

働
を
と
ら
え
る
立
場
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
家
事
労
働
の
と
ら
え
方
の
後
者
の
側

面
を
重
視
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
労
働
の
実
態
な
ら
び
に
家
事
労
働
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

家
事
労
働
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（「
抑
う
つ
」
な
ら
び
に
「
生
活
満
足
度
」）
と
の
関
連
を
考
察
し

た
先
行
研
究
に
は
、
安
玉
姫
・
朴
仁
全
（
一
九
九
六
）、
荻
原
里
紗
（
二
〇
一
二
）、
星
野
藍
子
・
鈴

木
國
文
・
諏
訪
真
美
（
二
〇
一
四
）、
山
田
亜
里
沙
（
二
〇
一
六
）、
柘
植
有
紀
美
・
五
十
嵐
稔
子

（
二
〇
一
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
・
朴
（
一
九
九
六
）
は
、
主
婦
の
家
事
労
働
に
対
す
る
満

足
度
が
高
い
ほ
ど
、
月
収
が
高
い
ほ
ど
、
夫
の
職
業
が
専
門
職
に
近
い
ほ
ど
家
庭
生
活
全
般
に
対
す

る
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
荻
原
（
二
〇
一
二
）
は
、
結
婚
・
出
産
前

後
の
女
性
の
生
活
満
足
度
の
変
化
に
、
家
事
時
間
は
有
意
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
星
野
・
鈴
木
・
諏
訪
（
二
〇
一
四
）
は
、
賃
金
労
働
よ
り
も
家
事
労
働
に
お
い
て
有
意

に
ス
ト
レ
ス
が
高
い
の
は
「
社
会
的
支
援
」（
支
援
が
不
足
し
て
い
る
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
が
高
い
）
で

あ
り
、
健
常
群
よ
り
も
う
つ
病
群
に
お
い
て
さ
ら
に
有
意
に
ス
ト
レ
ス
の
高
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
山
田
（
二
〇
一
六
）
は
、
女
性
全
体
に
特
徴
的
な
ス
ト
レ
ス
要
因
は
、
家

事
労
働
で
は
「
社
会
的
支
援
不
足
」
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
柘
植
・

五
十
嵐
（
二
〇
一
九
）
は
、母
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ

た
結
果
、①
最
も
関
連
し
て
い
た
の
は
母
親
の
主
観
的
健
康
観
と
、母
親
が
感
じ
る
児
の
特
性
で
あ
っ

た
こ
と
、
②
た
だ
し
、
個
々
の
要
因
で
は
母
親
の
休
日
の
家
事
時
間
が
有
意
な
影
響
（
－
の
影
響
）

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

濱　
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を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

（
一
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
労
働
を
含
む
生
活
変
化
の
状
況

（
二
）
家
事
労
働
時
間
・
負
担
感
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

（
三
）
家
事
労
働
の
内
容
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

（
四
）
家
事
労
働
時
間
・
負
担
感
・
内
容
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ

　
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
労
働
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
の
か
に
注
目
し
て
分
析
を
行
う
。（
二
）
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
労
働
時
間
・
負
担
感
の
変
化
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
。（
三
）
に
つ
い
て
は
、
家
事
労
働
が

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
家
事
労
働
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検

討
す
る
。（
四
）
に
つ
い
て
は
、
家
事
労
働
時
間
・
負
担
感
・
内
容
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
ど
の
く

ら
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

　　
二　

方
法

　
二
．
一　

質
問
紙
調
査
票
の
作
成

　　

本
研
究
で
は
、
次
の
手
順
で
質
問
紙
調
査
票
を
作
成
し
た
。
ま
ず
、
①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

変
化
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
生
活
変
化
項
目
と
し
て
、
家
事
の
負
担
感
の
変
化
、

同
居
者
と
の
会
話
頻
度
の
変
化
、
生
活
時
間
の
変
化
（
在
宅
時
間
、
勤
務
時
間
、
家
事
時
間
、
余
暇

時
間
）
を
質
問
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。
加
え
て
、
現
在
の
家
事
負
担
割
合
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
在
宅

勤
務
の
割
合
に
つ
い
て
も
項
目
を
設
定
し
た
。
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
項
目
と
し
て
は
、
ま
ず
、
最

近
二
週
間
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
に
つ
い
て
抑
う
つ
の
程
度
に
関
す
る
項
目
を
二
つ
設
定
し
た
。

「
最
近
二
週
間
に
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
あ
り
ま
し
た
か
。」
と
い
う
問
い
に

続
け
て
、「
何
か
や
ろ
う
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
り
、
楽
し
く
な
い
」「
気
分

が
重
か
っ
た
り
、
憂
鬱
だ
っ
た
り
、
絶
望
的
に
感
じ
る
」
の
二
項
目
を
設
定
し
、
頻
度
を
「
ま
っ
た

く
な
い
（
一
点
）」「
数
日
（
二
点
）」「
二
週
間
の
半
分
以
上
（
三
点
）」「
ほ
ぼ
毎
日
（
四
点
）」
と

し
、
二
項
目
の
合
計
点
（
最
低
二
点
、
最
高
八
点
）
を
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
得
点
と
し
た
。
得
点
が
高

い
ほ
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
不
良
で
あ
る
（
抑
う
つ
の
程
度
が
高
い
）
こ
と
を
示
す
。
加
え
て
、
現

在
の
生
活
満
足
度
に
関
す
る
項
目
も
設
定
し
た
。「
全
体
と
し
て
の
生
活
の
満
足
・
不
満
足
の
程
度

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。「
ま
っ
た
く
満
足
し
て
い
な
い
」
を
〇
点
、「
非
常
に
満
足
し
て
い
る
」

を
一
〇
点
と
す
る
と
、
現
在
の
生
活
は
何
点
く
ら
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
最
も
あ
て
は
ま
る
も

の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。得
点
が
高
い
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
。

　

③
属
性
項
目
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
・
女
）、
教
育
年
数
（
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
規
定
の
教
育
年
数
を
当
て
は
め
た
〔
中
学
校
卒
業
相
当
＝
九
、
高

等
学
校
卒
業
相
当
＝
一
二
、
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
卒
業
相
当
＝
一
四
、四
年
制
大
学
卒
業
相
当
＝

一
六
、六
年
制
大
学
卒
業
・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
相
当
＝
一
八
、
大
学
院
博
士
課
程
修
了
相
当
＝

二
一
〕）、
働
き
方
（
正
社
員
・
正
職
員
、
非
正
規
社
員
／
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
家
事
／
休
職
中
）、

同
居
者
数
、
同
居
者
と
被
調
査
者
と
の
関
係
性
（
親
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
、
子
ど
も
、
義
理
の

親
、
年
上
の
き
ょ
う
だ
い
、
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
、
親
の
親
、
子
ど
も
の
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
、
孫
、

友
人
、
そ
の
他
）
の
五
項
目
を
設
定
し
た
。

　

④
家
事
の
複
雑
性
に
関
す
る
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
、
石
岡
良
子
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
直
井
道
子
・

林
廓
子
・
岡
村
清
子
・
岩
田
知
子
（
一
九
八
九
）
やCaplan, L. J. &

 Schooler, C.

（2006

）
を

参
考
に
す
で
に
作
成
し
、高
齢
者
向
け
の
面
接
調
査
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、本
研
究
で
は
、
石

岡
ら
が
作
成
し
た
質
問
項
目
を
再
検
討
し
、
現
代
社
会
に
合
っ
た
項
目
を
新
た
に
追
加
・
作
成
し
た
。

家
事
の
複
雑
性
の
指
標
は
、K

ohn, M
. &
 Schooler, C.

（1983

）
が
、
ア
メ
リ
カ
労
働
省
が
発
行

し
て
い
る"D

ictionary of O
ccupational T

itles"

の
仕
事
の
複
雑
性
の
指
標
（
職
業
紹
介
所
に
お

い
て
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
指
標
）
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
こ
の
指
標

は
、
仕
事
の
複
雑
性
の
指
標
と
同
様
、
デ
ー
タ
領
域
（
情
報
処
理
）、
ヒ
ト
領
域（
対
人
関
係
処
理
）、

モ
ノ
領
域
（
対
物
処
理
）
が
設
定
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
下
位
分
野
が
設
定
さ
れ
て
い
る
（
デ
ー

タ
領
域
：
文
章
、
家
計
。
ヒ
ト
領
域
：
家
族
・
親
戚
、
学
校
・
地
域
、
業
者
。
モ
ノ
領
域
：
料
理
、

食
器
洗
い
・
洗
濯
、
縫
物
・
編
み
物
、
修
理
、
園
芸
家
庭
菜
園
）。
さ
ら
に
、
仕
事
の
複
雑
性
の
指

標
と
同
様
に
、
三
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
作
業
が
易
し
い
も
の
か
ら
難
し
い
も
の
ま
で
複
数
の
複

雑
性
レ
ベ
ル
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
位
分
野
・
複
雑
性
レ
ベ
ル
ご
と
に
具
体
例
が
提

示
さ
れ
て
い
る
（
直
井
ほ
か 

一
九
八
九
：
一
〇
│
一
三
、三
五
│
五
六
）。
直
井
ら
は
、K

ohn &
 

Schooler

（1983

）
の
視
点
や
枠
組
み
を
採
用
し
、
彼
ら
と
の
日
米
合
同
研
究
の
な
か
で
日
本
側
の

コロナ禍における家事とメンタルヘルスの関係 115－－



調
査
を
行
っ
た
。
本
研
究
で
は
石
岡
ら
が
作
成
し
た
家
事
の
複
雑
性
に
関
す
る
質
問
項
目
と
、
直
井

ら
の
作
成
し
た
指
標
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
に
次
の
手
順
で
修
正
や
追
加
を
行
い
、
家
事
の
複
雑
性
に

関
す
る
質
問
項
目
を
作
成
し
た
。
①
従
来
の
調
査
票
に
存
在
し
て
い
た
が
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
各
領
域
・
各
レ
ベ
ル
の
具
体
例
を
削
除
し
、
時
代
に
あ
っ
た
具
体
例
を
追
加
し
た
。
な
お
、
モ

ノ
領
域
は
従
来
項
目
で
も
す
べ
て
の
欄
は
満
た
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
調
査
で
も
具
体
例
を
挙
げ
る
の

が
難
し
い
複
雑
性
レ
ベ
ル
の
部
分
は
空
欄
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
複
雑
性
が
同
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て

も
普
段
行
う
こ
と
が
多
い
家
事
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
同
レ
ベ
ル
で
も
複
数
の
具
体
例
を
挙
げ
た
。

②
デ
ー
タ
・
ヒ
ト
領
域
の
具
体
例
を
複
雑
性
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
一
つ
に
限
定
し
た
。
③
モ
ノ
領
域
の

従
来
項
目
「
食
器
洗
い
・
洗
濯
」
を
「
食
器
洗
い
」
と
「
洗
濯
」
に
分
割
し
た
。
④
モ
ノ
領
域
の
下

位
項
目
と
し
て
新
た
に
「
健
康
・
美
容
・
衛
生
・
医
療
」
と
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
も
追
加
し
、
複
数

レ
ベ
ル
の
具
体
例
を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
領
域
・
一
四
分
野
（
デ
ー
タ
領
域
二
分
野
、
ヒ
ト

領
域
三
分
野
、
モ
ノ
領
域
九
分
野
）・
七
六
項
目
の
家
事
の
複
雑
性
項
目
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
作
成
し
た
リ
ス
ト
を
も
と
に
調
査
票
を
作
成
し
、
各
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

を
普
段
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る
か
も
問
う
た
。

　

な
お
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
直
井
ほ
か
（
一
九
八
九
）
で
は
、
仕
事

の
複
雑
性
に
お
け
る
判
定
方
法
に
準
じ
、「
仕
事
の
自
己
裁
量
度
」
の
高
さ
を
重
視
す
る
立
場
（
仕

事
に
お
け
る
自
己
裁
量
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
は
自
律
性
を
重
ん
じ
、
外
的
な
権
威
に
お
も
ね
ら
ず
、

柔
軟
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
つ
と
い
う
考
え
へ
の
注
目
）
か
ら
、
各
領
域
に
お
い
て
普
段
し
て
い

る
家
事
の
う
ち
で
最
も
複
雑
な
レ
ベ
ル
を
得
点
と
し
て
い
る
（「
現
代
で
は
通
常
の
職
業
に
お
い
て

は
分
業
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
普
段
の
仕
事
の
中
の
も
っ
と
も
複
雑
な
部
分
が
、
そ
の

仕
事
の
性
格
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
〔
直
井
ほ
か 

一
九
八
九
：
四
五
〕」
と
も
言
及
さ

れ
て
お
り
、
仕
事
の
複
雑
性
と
の
比
較
を
重
視
し
た
算
出
方
法
と
も
い
え
る
）。
本
研
究
で
も
、
こ

の
方
法
を
採
用
し
、
直
井
ほ
か
（
一
九
八
九
）
に
お
け
る
算
出
方
法
と
同
様
、
各
領
域
の
各
分
野
に

お
い
て
普
段
し
て
い
る
家
事
の
う
ち
で
最
も
複
雑
な
レ
ベ
ル
の
得
点
を
抽
出
し
、
各
領
域
の
下
位
分

野
の
平
均
値
を
各
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
し
た
。

　

た
だ
し
、こ
の
算
出
方
法
に
は
課
題
も
残
る
。例
え
ば
、
様
々
な
種
類
の
仕
事
を
一
人
で
複
数
行
う

こ
と
が
多
い
と
い
う
家
事
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
（K

arasek, R. &
 T
heorell, T

. 

1990, 

星
野
ほ
か 

二
〇
一
三
、二
〇
一
四
）
と
い
う
点
や
、
各
項
目
の
家
事
に
か
け
る
時
間
の
違
い

に
つ
い
て
分
析
に
ど
の
よ
う
に
含
め
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
得
点
の
算
出
方
法

の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
本
研
究
で
は
、
家
事
得
点
（
各
領
域
・

各
下
位
分
野
に
お
け
る
各
家
事
項
目
の
頻
度
の
合
計
値
。
普
段
取
り
組
ん
で
い
る
家
事
の
種
類
×
頻

度
〔
負
担
の
大
き
さ
〕
を
示
す
得
点
）、
な
ら
び
に
、
各
家
事
項
目
ご
と
の
家
事
得
点
（
三
領
域
・

一
四
分
野
、
合
計
七
六
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
家
事
頻
度
〔
家
事
の
特
性
ご
と
の
負
担
の
大
き
さ
〕
を
示

す
得
点
）
を
算
出
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
分
析
に
つ
い
て
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。
な
お
、家
事
項
目
の
頻
度
の
得
点
化
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：「
し
な
い
：
〇
点
」「
年

に
数
回
：
一
点
」「
半
年
に
数
回
：
二
点
」「
月
に
数
回
：
三
点
」「
週
に
数
回
：
四
点
」「
ほ
ぼ
毎
日
：

五
点
」。
直
井
ほ
か
（
一
九
八
三
）
で
は
「
も
の
」「
ひ
と
」「
デ
ー
タ
」「
総
合
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
一
週
間
の
家
事
の
労
働
時
間
を
尋
ね
、
分
析
に
組
み
込
ん
で
お
り
（
具
体
的
な
家
事
項
目
ご
と
で

は
な
く
各
領
域
の
家
事
の
一
週
間
の
合
計
時
間
）、
こ
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て
も

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
二
．
二　

ウ
ェ
ブ
調
査
の
実
施

　

　

以
上
の
手
順
で
作
成
し
た
質
問
紙
調
査
票

に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
調
査
を
二
〇
二
一
年
二

月
一
六
日（
火
）か
ら
一
八
日（
木
）の
二
日
間

で
実
施
し
た
。
対
象
者
は
、
楽
天
イ
ン
サ
イ

ト
モ
ニ
タ
ー
で
「
今
現
在
、
あ
な
た
と
同
居

し
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
。」
の
質
問
に
対

し
て
「
い
る
」
と
回
答
し
た
者
の
う
ち
、
働

き
方
に
つ
い
て
「
正
社
員
・
正
職
員
」「
非

正
規
社
員
／
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」「
家

事
／
休
職
中
」
に
該
当
す
る
全
国
の
二
〇
歳

以
上
六
〇
歳
未
満
の
男
性
四
〇
〇
名
、
女
性

六
〇
〇
名
、
計
一
〇
〇
〇
名
で
あ
る
。
な
お
、

性
別
・
年
代
（
二
〇
代
、
三
〇
代
、
四
〇
代
、

五
〇
代
）・
職
種
三
区
分
で
分
け
た
各
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
ケ
ー
ス
数
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

表１　調査対象者の内訳
男性 女性 計

20代  50  50  100
30代  50  50  100

正社員・正職員 40代  50  50  100
50代  50  50  100
計 200 200  400
20代  25  50 　75
30代  25  50 　75

非正規社員／パート・アルバイト 40代  25  50 　75
50代  25  50 　75
計 100 200  300
20代  25  50 　75
30代  25  50 　75

家事／休職中 40代  25  50 　75
50代  25  50 　75
計 100 200  300

合　　　計 400 600 1000
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二
．
三　

倫
理
的
配
慮

　　

楽
天
イ
ン
サ
イ
ト
株
式
会
社
（
以
下
、
楽
天
イ
ン
サ
イ
ト
）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を

取
得
し
た
社
団
法
人
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
協
会
の
正
会
員
企
業
で
あ
り
、ISO

/

IEC27001

（ISM
S

）
の
基
準
に
沿
い
、SSL

暗
号
化
通
信
を
初
め
と
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
の
セ
キ
ュ
ア
な
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
楽
天
イ
ン
サ
イ
ト
の
モ
ニ
タ
ー
は
楽
天
イ
ン

サ
イ
ト
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
同
意
し
た
う
え
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
る
。
加
え
て
、
楽

天
イ
ン
サ
イ
ト
か
ら
提
供
さ
れ
た
調
査
結
果
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
匿
名
化
さ
れ
て
お
り
個
人
を
特
定

す
る
こ
と
は
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
被
調
査
者
の
個
人
情

報
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　　
三　

結
果

　　

三
．
一　

調
査
対
象
者
の
特
性

　　

ま
ず
、
調
査
対
象
者
の
特
性
は
表
２
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
調
査

デ
ー
タ
の
設
計
に
沿
っ
て
「
男
性
」
四
〇
％
。「
女
性
」
六
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、女
性
の
方
が
ケ
ー

ス
数
の
多
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
年
代
も
同
様
に
調
査
デ
ー
タ
設
計
に
沿
っ
て
、
二
〇
代
か
ら
五
〇
代

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
と
同
ケ
ー
ス
で
、ど
の
年
代
も
二
五
％
を
占
め
て
い
る
。働
き
方
も
調
査
デ
ー

タ
の
設
計
に
沿
っ
て
お
り
、「
正
社
員
・
正
職
員
」
四
〇
％
、「
非
正
社
員
／
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」

三
〇
％
、「
家
事
・
休
職
中
」
三
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
正
社
員
・
正
職
員
の
割
合
が
や
や
高
い
。

　

教
育
歴
に
つ
い
て
は「
中
学
校
卒
業
相
当
」二
・
七
％
、「
高
等
学
校
卒
業
相
当
」三
〇
・
二
％
、「
短
大
・

高
専
・
専
門
学
校
卒
業
相
当
」
二
四
・
五
％
、「
四
年
制
大
学
卒
業
相
当
」
三
九
・
〇
％
、「
六
年
制
大

学
卒
業
・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
相
当
」
二
・
九
％
、「
大
学
院
博
士
課
程
修
了
相
当
」
〇
・
七
％
と
な
っ

て
お
り
、
四
年
制
大
学
卒
業
相
当
の
割
合
が
最
も
高
く
、
約
四
割
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
高
校
等

学
校
卒
業
相
当
も
約
三
割
、
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
卒
業
相
当
も
約
二
五
％
と
一
定
の
割
合
を
占

め
て
い
る
。

　

同
居
人
数
に
つ
い
て
は
、「
二
人
」三
八
・
三
％
、「
三
人
」三
〇
・
七
％
、「
四
人
」二
一
・
二
％
、「
五
人
」

六
・
五
％
、「
六
人
」
二
・
〇
％
、

「
七
人
」
〇
・
六
％
、「
八
人
」

〇
・
四
％
、「
九
人
」
〇
・
一
％
、

「
三
六
人
」
〇
・
一
％
、「
そ

の
他
」
〇
・
一
で
あ
っ
た
。

二
人
が
約
四
割
と
最
も
高
い

割
合
占
め
て
い
る
も
の
の
、

三
人
も
約
三
割
、
四
人
も
約

二
割
と
一
定
の
割
合
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
、
二
人
・
三

人
・
四
人
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
全
体
の
約
九
割
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

　

子
ど
も
数
に
つ
い
て
は
、

「
〇
人
」
六
〇
・
九
％
、「
一

人
」
一
九
・
九
％
、「
二

人
」
一
五
・
四
％
、「
三
人
」

三
・
三
％
、「
四
人
」
〇
・
四
％
、

「
五
人
」
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
い
な
い
ケ
ー
ス
が

約
六
割
と
半
数
以
上
を
占
め

て
い
る
。
一
方
で
、
子
ど
も

が
い
る
ケ
ー
ス
は
、
一
人
の

割
合
が
最
も
高
く
約
二
割
、

二
人
の
割
合
は
約
一
五
％
で

あ
っ
た
。
三
人
以
上
の
割
合

は
非
常
に
低
か
っ
た
。

　

誰
と
同
居
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、「
配
偶
者
・
パ
ー

表２　調査対象者の特性
同居・配偶者・
パートナー Ｎ ％

有 628 62.8
無 372 37.2
同居：子ども Ｎ ％
有 391 39.1
無 609 60.9
同居：父・義父 Ｎ ％
父 229 22.9
義父  16  1.6
無 755 75.5
同居：母・義母 Ｎ ％
母 333 33.3
義母  22  2.2
母・義母 　1  0.1
無 645 645
同居：きょうだい Ｎ ％
有 111 11.1
無 889 88.9
同居：祖父 Ｎ ％
有  15  1.5
無 985 985

ジェンダー Ｎ ％

男性 400 40
女性 600 60

年　　　代 Ｎ ％
20代 250 25
30代 250 25
40代 250 25
50代 250 25

働　き　方 Ｎ ％
正社員・正職員 400 40
非正社員/パート・アルバイト 300 30
家事・休職中 300 30

教育歴（規定年数） Ｎ ％
中学校卒業相当  27  2.7
高等学校卒業相当 302 30.2
短大・高専・専門学校卒業相当 245 24.5
4年制大学卒業相当 390 39.0
6年制大学卒業・大学院修士課程修了相当  29  2.9
大学院博士課程修了相当 　7  0.7

同居人数
（自分含む） Ｎ ％

 2人 383 38.3
 3人 307 30.7
 4人 212 21.2
 5人  65  6.5
 6人  20  2.0
 7人 　6  0.6
 8人 　4  0.4
 9人 　1  0.1
36人 　1  0.1
その他 　1  0.1
子ども数 Ｎ ％
0人 609 60.9
1人 199 19.9
2人 154 15.4
3人  33  3.3
4人 　4  0.4
5人 　1  0.1

同居：祖　母 Ｎ ％

有  35  3.5
無 965 96.5

同居：他親族 Ｎ ％
有 　6  0.6
無 994 99.4

同居：友　人 Ｎ ％
有 　6  0.6
無 994 99.4

同 居 類 型 Ｎ ％
配偶者・パートナーのみ 259 25.9
配偶者・パートナーと子ども 312 31.2
自分と子ども  25  2.5
両親と自分・きょうだい 189 18.9
ひとり親と自分・きょうだい 138 13.8
その他親族のみ  70  7.0
親族と非親族（友人） 　2  0.2
非親族のみ（友人） 　4  0.4
独居 　1  0.1

コロナ禍における家事とメンタルヘルスの関係 113－－



ト
ナ
ー
」六
二
・
八
％
、「
子
ど
も
」三
九
・
一
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
父
」二
二
・
九
％
、「
義
父
」一
・
六
％
、

「
母
」
三
三
・
三
％
、「
義
母
」
二
・
二
％
、「
母
・
義
母
と
も
に
」
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、「
き
ょ

う
だ
い
」
一
一
・
一
％
、「
祖
父
」
一
・
五
％
、「
祖
母
」
三
・
五
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
他
親
族
」「
友

人
」
と
の
同
居
割
合
は
非
常
に
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　

同
居
類
型
に
つ
い
て
は
、核
家
族
が
九
二
・
三
％
（
内
訳
と
し
て
は
「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
」

二
五
・
九
％
、「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
ど
も
」
三
一
・
二
％
、「
自
分
と
子
ど
も
」
二
・
五
％
、「
両

親
と
自
分
・
き
ょ
う
だ
い
」
一
八
・
九
％
、「
ひ
と
り
親
と
自
分
・
き
ょ
う
だ
い
」
一
三
・
八
％
）、
一

方
、「
そ
の
他
親
族
の
み
」
七
・
〇
％
、「
親
族
と
非
親
族
（
友
人
）」
〇
・
二
％
、「
非
親
族
の
み
（
友

人
）」
は
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
調
査
に
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
通
過
し
た
「
独
居
」
が
一

ケ
ー
ス
存
在
し
て
い
る
。
核
家
族
で
全
体
の
九
割
強
を
占
め
て
お
り
、
な
か
で
も
「
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
と
子
ど
も
」
と
い
う
同
居
類
型
が
約
三
割
と
最
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
た
。
続
い
て
割
合

が
高
い
順
に
「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
」、「
両
親
と
自
分
・
き
ょ
う
だ
い
」、「
ひ
と
り
親
と
自

分
・
き
ょ
う
だ
い
」
で
あ
っ
た
。
一
方
で
三
世
代
同
居
等
を
含
む
「
そ
の
他
親
族
の
み
」
の
割
合
は

低
か
っ
た
。

　
三
．
二　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
変
化
の
状
況

　　
（
一
）
全
体
的
傾
向

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
変
化
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
全
体
的
傾
向
を
ま
と

め
た
も
の
を
図
１
に
示
す
。
生
活
変
化
に
つ
い
て
は
①
在
宅
時
間
か
ら
⑥
同
居
者
と
の
会
話
頻
度

の
変
化
ま
で
六
項
目
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
①
在
宅
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
非
常
に
増
え

た
」
二
〇
・
四
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
九
・
六
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
四
七
・
七
％
、「
や
や
減
っ
た
」

一
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。
②
勤
務
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
非
常
に

増
え
た
」
三
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
八
・
九
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
八
・
一
％
、「
や
や
減
っ
た
」

一
三
・
三
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
六
・
二
％
で
あ
っ
た
。
③
余
暇
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
非
常

に
増
え
た
」
七
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
二
・
八
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
四
・
五
％
、「
や
や
減
っ

た
」
一
〇
・
八
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
四
・
四
％
で
あ
っ
た
。
④
家
事
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
非

常
に
増
え
た
」
八
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
六
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
二
・
五
％
、「
や
や

減
っ
た
」
一
・
六
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
一
％
で
あ
っ
た
。
⑤
家
事
の
負
担
感
の
変
化
に
つ
い

て
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
八
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
二
・
八
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
五
・
八
％
、

「
や
や
減
っ
た
」
二
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
。
⑥
同
居
者
と
の
会
話
頻
度
の

変
化
に
つ
い
て
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
九
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
五
・
四
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

六
三
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
七
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
ど
の
項
目
も
「
変

わ
ら
な
い
」
の
割
合
が
最
も
高
い
も
の
の
、
在
宅
時
間
、
家
事
時
間
、
家
事
の
負
担
感
、
同
居
者
と

の
会
話
頻
度
に
つ
い
て
は
増
え
た
人
の
割
合
が
減
っ
た
人
の
割
合
よ
り
も
大
幅
に
高
か
っ
た
（
そ
れ

ぞ
れ
約
二
二
倍
、
約
一
三
倍
、
約
九
倍
、
約
八
倍
）。
余
暇
時
間
に
つ
い
て
は
、
増
え
た
人
の
割
合

の
方
が
減
っ
た
人
の
割
合
よ
り
も
高
か
っ
た
が
、
両
者
の
比
は
二
対
一
程
度
で
あ
っ
た
。
勤
務
時
間

に
つ
い
て
は
、
減
っ
た
人
の
割
合
が
増
え
た
人
の
割
合
よ
り
も
高
か
っ
た
。

図１　生活変化の状況の全体的傾向
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⑦
現
在
の
家
事
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、「
七
〜
一
〇
割
」
四
五
・
一
％
、「
四
〜
六
割
」

一
八
・
〇
％
、「
〇
〜
三
割
」
三
六
・
九
％
で
あ
っ
た
。「
七
〜
一
〇
」
と
家
事
の
大
半
を
担
っ
て
い
る

人
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。
⑧
コ
ロ
ナ
禍
後
の
在
宅
勤
務
の
割
合
に
つ
い
て
は
、「
七
五
％
以
上
」

六
・
八
％
、「
五
〇
％
以
上
七
五
％
未
満
」
五
・
二
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
四
・
三
％
、「
二
五
％

未
満
」
一
〇
・
二
％
、「
〇
％
」
七
三
・
五
％
で
あ
っ
た
。
在
宅
勤
務
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
人
の
割

合
が
最
も
高
く
全
体
の
約
四
分
の
三
を
占
め
て
い
た
。

　　
（
二
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
傾
向

　

①
在
宅
時
間
の
変
化

　

次
に
、
生
活
変
化
の
状
況
に
つ
い
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
に
そ
の
特
徴

を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
在
宅
時
間
の
変

化
に
つ
い
て
図
２
に
示
す
。
男
性
全
体

で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
六
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」
二
八
・
五
％
、「
変
わ

ら
な
い
」
五
三
・
三
％
、「
や
や
減
っ
た
」

一
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
八
％

で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で
は
、「
非
常

に
増
え
た
」
二
三
・
〇
％
、「
や
や
増

え
た
」
三
〇
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

四
四
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
八
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。

両
者
と
も
に
「
変
わ
ら
な
い
」
の
割
合
が

最
も
高
い
。
た
だ
し
、「
増
え
た
」
の
割
合
は
女
性
五
三
・
三
％
、
男
性
四
五
・
〇
％
と
女
性
の
方
が

一
割
ほ
ど
高
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
社
員
・
正
職
員
（
以
下
、
正
規
）」
で
は
、「
非

常
に
増
え
た
」
一
七
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
三
三
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
四
八
・
〇
％
、「
や
や
減
っ

た
」〇
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
社
員
／
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト（
以

下
、
非
正
規
）」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
三
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
九
・
〇
％
、「
変
わ
ら

な
い
」
五
五
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
家
事
・

休
職
中
（
以
下
、
無
職
）」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
八
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
一
九
・
〇
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
六
二
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

正
規
↓
非
正
規
↓
無
職
の
順
に
在
宅
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」

二
三
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
三
三
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
三
九
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
五
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
三
・
五
％
、「
や

や
増
え
た
」
三
一
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
二
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
五
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
三
二
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

二
七
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
四
〇
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
〇
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
〇
％

で
あ
っ
た
。
無
職
↓
正
規
↓
非
正
規
の
順
に
在
宅
時
間
が
増
え
た
も
の
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、

男
性
無
職
は
在
宅
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
が
男
性
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
最
も
低
か
っ
た
の
に
対

し
、
女
性
無
職
は
在
宅
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
が
女
性
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
最
も
高
く
、
対
照

的
な
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

　

②
勤
務
時
間
の
変
化

　

続
い
て
、
勤
務
時
間
の
変
化
に
つ
い
て

図
３
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、「
非
常

に
増
え
た
」
三
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」

九
・
八
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
五
・
〇
％
、

「
や
や
減
っ
た
」
一
四
・
〇
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
七
・
八
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全

体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
三
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」
八
・
三
％
、「
変
わ
ら

な
い
」
七
〇
・
二
％
、「
や
や
減
っ
た
」

一
二
・
八
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
五
・
二
％

で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
に「
変
わ
ら
な
い
」

の
割
合
が
最
も
高
く
、
女
性
の
方
が
五
％

ほ
ど
高
い
も
の
の
、
性
別
に
よ
っ
て
大
き

な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。

図２　ジェンダー・働き方別：在宅時間の変化
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図３　ジェンダー・働き方別：勤務時間の変化
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次
に
、男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
四
・
〇
％
、「
や

や
増
え
た
」
一
四
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
二
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
五
・
五
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
三
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
三
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

七
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
一
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
七
・
〇
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
三
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
三
・
〇
％
、「
変
わ
ら

な
い
」
七
四
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
七
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
正

規
で
は
勤
務
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
と
減
っ
た
も
の
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
、
非

正
規
、
無
職
で
は
勤
務
時
間
が
減
っ
た
者
の
割
合
が
増
え
た
者
の
割
合
よ
り
も
約
三
倍
高
か
っ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」一
〇
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」六
三
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」一
八
・
〇
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
二
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」

一
二
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
〇
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」一
八
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
六
・
五
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
二
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
・
五
％
、「
変
わ
ら

な
い
」
八
六
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
六
・
五
％
で
あ
っ
た
。
正
規
・

非
正
規
・
無
職
と
も
に
勤
務
時
間
が
減
っ
た
者
の
割
合
の
方
が
増
え
た
者
の
割
合
よ
り
も
高
か
っ
た
。

特
に
非
正
規
は
勤
務
時
間
が
減
っ
た
者
の
割
合
が
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
最
も
高
か
っ
た
。
男

女
と
も
に
非
正
規
に
お
い
て
勤
務
時
間
が
減
っ
た
者
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。
一
方
で
男
女
と
も

に
無
職
は
勤
務
時
間
が
変
わ
ら
な
い
者
の
割
合
が
最
も
高
く
、
無
職
女
性
に
お
い
て
は
八
割
以
上
で

変
化
が
な
か
っ
た
。

　

③
余
暇
時
間
の
変
化

　

余
暇
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
、図
４
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
九
・
〇
％
、「
や

や
増
え
た
」二
二
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」五
七
・
八
％
、「
や
や
減
っ
た
」七
・
八
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」

三
・
三
％
で
あ
っ
た
。女
性
全
体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」六
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」二
三
・
二
％
、「
変

わ
ら
な
い
」
五
二
・
三
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
二
・
八
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。

両
者
と
も
に
「
変
わ
ら
な
い
」
の
割
合
が
最
も
高
い
も
の
の
、
男
女
で
増
え
た
者
の
割
合
に
あ
ま
り

差
が
な
い
一
方
、
減
っ
た
者
の
割
合
で
は
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
七
％
ほ
ど
高
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」
三
一
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
二
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
六
・
五
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
四
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
〇
％
、「
や
や
増

え
た
」
一
八
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

六
四
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
七
・
〇
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
五
・
〇
％
で
あ
っ

た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」

一
九
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
八
・
〇
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
六
二
・
〇
％
、「
や
や

減
っ
た
」
一
一
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ

た
」
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
正
規
で
は
余

暇
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
は
約
四
割
に

も
上
る
一
方
、
非
正
規
で
は
そ
の
割
合
は

約
一
五
％
に
と
ど
ま
る
。
他
方
で
無
職
で

は
、
増
え
た
者
は
約
三
割
で
あ
っ
た
が
そ

の
う
ち
の
七
割
が
非
常
に
増
え
た
者
で
あ

る
点
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
〇
％
、

「
や
や
増
え
た
」
三
一
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
四
九
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
九
・
五
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
四
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
〇
％
、「
や
や
増
え

た
」
二
六
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
二
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
四
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」

二
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
八
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
一
二
・
〇
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
五
五
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
四
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
九
・
五
％
で
あ
っ

た
。
増
え
た
者
の
割
合
は
正
規
、
非
正
規
、
無
職
の
順
に
高
か
っ
た
一
方
で
、
減
っ
た
者
の
割
合
は

逆
に
無
職
、
非
正
規
、
正
規
の
順
に
高
か
っ
た
。
男
女
と
も
に
正
規
で
余
暇
時
間
が
増
え
た
者
が
約

四
割
と
高
か
っ
た
一
方
、
無
職
女
性
は
余
暇
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
が
最
も
低
い
一
方
で
、
余
暇

時
間
が
減
っ
た
者
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。

　

④
家
事
時
間
の
変
化

　

家
事
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
、図
５
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
八
％
、「
や

や
増
え
た
」
二
〇
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
一
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
三
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
一
・
三
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
〇
・
三
％
、「
や
や
増
え
た
」

三
〇
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
六
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
八
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％

図４　ジェンダー・働き方別：余暇時間の変化
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で
あ
っ
た
。
男
女
と
も
に「
変
わ
ら
な
い
」

の
割
合
が
最
も
高
い
も
の
の
、
男
性
で
増

え
た
者
の
割
合
が
二
六
・
一
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
女
性
で
増
え
た
者
の
割
合
は

四
〇
・
三
％
と
一
・
五
倍
高
か
っ
た
。一
方

で
減
っ
た
者
の
割
合
は
男
女
と
も
に
非
常

に
低
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み

た
場
合
、「
正
規
」で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」

四
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
六
・
五
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
六
七
・
〇
％
、「
や
や
減
っ

た
」〇
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」一
・
五
％

で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常

に
増
え
た
」
四
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

一
六
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
六
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
二
・
〇
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
〇
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
一
二
・
〇
％
、「
変

わ
ら
な
い
」
七
六
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

家
事
時
間
が
増
え
た
者
の
割
合
は
正
規
、
無
職
、
非
正
規
の
順
に
高
く
、
正
規
で
は
そ
の
約
四
分
の

一
で
家
事
時
間
が
増
え
て
い
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」

一
〇
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
三
一
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
四
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
〇
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
三
・
〇
％
、「
や

や
増
え
た
」
三
一
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
二
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
五
％
、「
非
常
に

減
っ
た
」
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
八
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

二
八
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
三
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
〇
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
五
％

で
あ
っ
た
。
増
え
た
者
の
割
合
は
、
無
職
、
正
規
、
非
正
規
の
順
に
高
く
、
特
に
無
職
で
は
非
常
に

増
え
た
者
の
割
合
が
ほ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
高
か
っ
た
（
正
規
の
約
二
倍
、非
正
規
の
約
六
倍
）。

　

⑤
家
事
負
担
感
の
変
化

　

家
事
負
担
感
の
変
化
に
つ
い
て
、
図

６
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、「
非
常
に

増
え
た
」
六
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

一
九
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
三
・
〇
％
、

「
や
や
減
っ
た
」
一
・
三
％
、「
非
常
に
減
っ

た
」
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で

は
、「
非
常
に
増
え
た
」
九
・
三
％
、「
や

や
増
え
た
」
二
五
・
三
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

六
一
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
三
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

男
女
と
も
に
「
変
わ
ら
な
い
」
の
割
合
が

最
も
高
い
も
の
の
、
男
性
で
増
え
た
者
の

割
合
が
二
五
・
〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

女
性
で
増
え
た
者
の
割
合
は
三
四
・
六
％

と
約
一
割
高
か
っ
た
。
一
方
で
減
っ
た
者
の
割
合
は
男
女
と
も
に
非
常
に
低
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
七
・
〇
％
、

「
や
や
増
え
た
」
二
三
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
七
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
〇
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

一
五
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
七
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
一
四
・
〇
％
、「
変
わ

ら
な
い
」
八
〇
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
一
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
家

事
負
担
感
が
増
え
た
者
の
割
合
は
正
規
、
非
正
規
、
無
職
の
順
に
高
く
、
正
規
で
は
そ
の
約
四
分
の

一
で
家
事
の
負
担
感
が
増
え
て
い
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
八
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」
二
七
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
〇
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
〇
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

二
五
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
四
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
五
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
一
三
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
三
・
五
％
、「
変

図５　ジェンダー・働き方別：家事時間の変化

図６　ジェンダー・働き方別：家事負担感の変化
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わ
ら
な
い
」
五
八
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
四
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。

増
え
た
者
の
割
合
は
無
職
、
正
規
、
非
正
規
の
順
に
高
か
っ
た
。
家
事
時
間
の
変
化
と
ほ
ぼ
同
じ
傾

向
を
示
し
て
い
た
が
、
実
際
の
家
事
時
間
の
変
化
よ
り
も
家
事
負
担
感
の
変
化
の
方
が
、
変
化
し
た

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
低
か
っ
た
。

　

⑥
同
居
者
と
の
会
話
頻
度
の
変
化

　

同
居
者
と
の
会
話
頻
度
の
変
化
に
つ

い
て
、
図
７
に
示
す
。
男
性
全
体
で

は
、「
非
常
に
増
え
た
」五
・
八
％
、「
や
や

増
え
た
」
二
一
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

六
八
・
三
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
八
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」二
・
三
％
で
あ
っ
た
。女

性
全
体
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」七
・
七
％
、

「
や
や
増
え
た
」二
八
・
三
％
、「
変
わ
ら
な

い
」六
〇
・
三
％
、「
や
や
減
っ
た
」二
・
七
％
、

「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

男
女
と
も
に
「
変
わ
ら
な
い
」
の
割
合
が

最
も
高
い
も
の
の
、
男
性
で
増
え
た
者
の

割
合
が
二
六
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

女
性
で
増
え
た
者
の
割
合
は
三
六
・
〇
％

と
約
一
割
高
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
〇
％
、

「
や
や
増
え
た
」
二
四
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
六
四
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
三
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
六
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

一
二
・
〇
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
六
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
三
・
〇
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
三
・
〇
％
、「
変
わ

ら
な
い
」
六
八
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
四
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
同

居
者
と
の
会
話
頻
度
が
増
え
た
者
の
割
合
は
正
規
、
無
職
、
非
正
規
の
順
に
高
く
、
正
規
で
は
そ
の

約
三
割
で
同
居
者
と
の
会
話
頻
度
が
増
え
て
い
た
。
一
方
で
非
正
規
で
は
そ
の
割
合
は
二
割
未
満
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
八
・
五
％
、

「
や
や
増
え
た
」
三
四
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
五
三
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
五
％
、「
非
常

に
減
っ
た
」
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
五
・
〇
％
、「
や
や
増
え
た
」

二
二
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
七
〇
・
〇
％
、「
や
や
減
っ
た
」
二
・
〇
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
〇
・
五
％

で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
非
常
に
増
え
た
」
九
・
五
％
、「
や
や
増
え
た
」
二
八
・
〇
％
、「
変
わ

ら
な
い
」
五
七
・
五
％
、「
や
や
減
っ
た
」
三
・
五
％
、「
非
常
に
減
っ
た
」
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
増

え
た
者
の
割
合
は
、
正
規
、
無
職
、
非
正
規
の
順
に
高
く
、
な
か
で
も
正
規
は
、
そ
の
約
四
割
で
同

居
者
と
の
会
話
頻
度
が
増
え
て
い
た
。
一
方
で
非
正
規
で
は
、
そ
の
割
合
は
三
割
未
満
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
男
女
と
も
に
正
規
で
同
居
者
と
の
会
話
頻
度
が
増
え
た
者
の
割
合
が
最
も
高
く
、
非
正
規

で
最
も
低
か
っ
た
。

　

⑦
現
在
の
家
事
負
担
割
合

　

現
在
の
家
事
負
担
割
合
（
三
分
類
）
に

つ
い
て
、
図
８
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、

「
〇
〜
三
割
」
六
六
・
五
％
、「
四
〜
六
割
」

二
四
・
〇
％
、「
七
〜
一
〇
割
」
九
・
五
％
、

で
あ
っ
た
。女
性
全
体
で
は
、「
〇
〜
三
割
」

一
七
・
二
％
、「
四
〜
六
割
」
一
四
・
〇
％
、

「
七
〜
一
〇
割
」
六
八
・
八
％
で
あ
っ
た
。

男
性
で
は
「
〇
〜
三
割
」
の
割
合
が
最
も

高
く
、
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
た
の
に

対
し
、
女
性
で
は
逆
に
「
七
〜
一
〇
割
」

の
割
合
が
最
も
高
く
、
約
三
分
の
二
を
占

め
て
い
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み

た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
〇
〜
三
割
」

六
八
・
〇
％
、「
四
〜
六
割
」二
六
・
〇
％
、「
七
〜
一
〇
割
」六
・
〇
％
、で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」で
は
、「
〇

〜
三
割
」六
七
・
〇
％
、「
四
〜
六
割
」二
三
・
〇
％
、「
七
〜
一
〇
割
」一
〇
・
〇
％
、で
あ
っ
た
。「
無
職
」

で
は
、「
〇
〜
三
割
」
六
三
・
〇
％
、「
四
〜
六
割
」
二
一
・
〇
％
、「
七
〜
一
〇
割
」
一
六
・
〇
％
、
で

あ
っ
た
。
ど
の
働
き
方
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
「
〇
〜
三
割
」
の
割
合
が
最
も
高
く
約
三
分
の
二
を
占
め

図７　ジェンダー・働き方別：同居者との会話頻度の変化
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て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
だ
っ
た
。
た
だ
し
、「
七
〜
一
〇
割
」
に
つ
い
て
は
無
職
、
非
正
規
、
正

規
の
順
に
割
合
が
高
く
、
正
規
と
無
職
の
割
合
は
約
一
割
の
差
が
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
〇
〜
三
割
」
二
八
・
〇
％
、「
四

〜
六
割
」
二
四
・
五
％
、「
七
〜
一
〇
割
」
四
七
・
五
％
、で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
〇
〜
三
割
」

一
六
・
五
％
、「
四
〜
六
割
」
一
二
・
〇
％
、「
七
〜
一
〇
割
」
七
一
・
五
％
、
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で

は
、「
〇
〜
三
割
」
七
・
〇
％
、「
四
〜
六
割
」
五
・
五
％
、「
七
〜
一
〇
割
」
八
七
・
五
％
、
で
あ
っ
た
。

ど
の
働
き
方
も
「
七
〜
一
〇
割
」
の
割
合
が
最
も
高
い
も
の
の
、
無
職
で
は
約
九
割
を
占
め
る
の
に

対
し
、
非
正
規
で
は
約
七
割
、
正
規
で
は
約
五
割
と
順
に
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
正
規
と
無
職

の
差
は
約
四
割
と
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
男
性
と
異
な
り
、
女
性
で
は
働
き
方
に
よ
っ
て
現
在
の

家
事
負
担
割
合
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
た
。

　

⑧
コ
ロ
ナ
禍
後
の
在
宅
勤
務
の
割
合

　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
在
宅
勤
務
の
割
合
に
つ

い
て
、
図
９
に
示
す
。
男
性
全
体
で
は
、

「
七
五
％
以
上
」
五
・
五
％
、「
五
〇
％
以

上
七
五
％
未
満
」
六
・
〇
％
、「
二
五
％
以

上
五
〇
％
未
満
」
五
・
〇
％
、「
二
五
％
未

満
」
一
〇
・
〇
％
、「
〇
％
」
七
三
・
五
％

で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で
は
、「
七
五
％

以
上
」
七
・
七
％
、「
五
〇
％
以
上
七
五
％

未
満
」
四
・
七
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％

未
満
」
三
・
八
％
、「
二
五
％
未
満
」

一
〇
・
三
％
、「
〇
％
」
七
三
・
五
％
で
あ
っ

た
。
男
女
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、
男
性

も
女
性
も
在
宅
勤
務
が
あ
っ
た
者
の
割
合

は
約
四
分
の
一
で
、
逆
に
全
く
な
か
っ
た

者
の
割
合
は
約
四
分
の
三
を
占
め
て
い
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
七
五
％
以
上
」
七
・
五
％
、

「
五
〇
％
以
上
七
五
％
未
満
」
一
〇
・
五
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
八
・
〇
％
、「
二
五
％
未

満
」
一
四
・
五
％
、「
〇
％
」
五
九
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
七
五
％
以
上
」
四
・
〇
％
、

「
五
〇
％
以
上
七
五
％
未
満
」
二
・
〇
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
二
・
〇
％
、「
二
五
％
未
満
」

八
・
〇
％
、「
〇
％
」
八
四
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
七
五
％
以
上
」
三
・
〇
％
、「
五
〇
％

以
上
七
五
％
未
満
」
一
・
〇
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
二
・
〇
％
、「
二
五
％
未
満
」
三
・
〇
％
、

「
〇
％
」
九
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
正
規
の
約
四
割
で
在
宅
勤
務
を
経
験
し
て
い
る
の
に
対
し
、
非
正

規
で
は
二
割
弱
、
無
職
で
は
一
割
弱
と
、
正
規
と
そ
れ
以
外
の
働
き
方
で
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
七
五
％
以
上
」

一
四
・
〇
％
、「
五
〇
％
以
上
七
五
％
未
満
」
八
・
五
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
六
・
〇
％
、

「
二
五
％
未
満
」
二
三
・
〇
％
、「
〇
％
」
四
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
七
五
％
以
上
」

四
・
〇
％
、「
五
〇
％
以
上
七
五
％
未
満
」
四
・
五
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
四
・
〇
％
、「
二
五
％

未
満
」七
・
〇
％
、「
〇
％
」八
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
七
五
％
以
上
」五
・
〇
％
、「
五
〇
％

以
上
七
五
％
未
満
」
一
・
〇
％
、「
二
五
％
以
上
五
〇
％
未
満
」
一
・
五
％
、「
二
五
％
未
満
」
一
・
〇
％
、

「
〇
％
」
九
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
正
規
の
約
五
割
で
在
宅
勤
務
を
経
験
し
て
い
る
の
に
対
し
、
非
正

規
で
は
約
二
割
、
無
職
で
は
一
割
弱
と
、
正
規
と
そ
れ
以
外
の
働
き
方
で
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
男
性
正
規
よ
り
も
女
性
正
規
の
方
が
在
宅
勤
務
を
経
験
し
た
割
合
が
約
一
割
高
く
、
七
五
％
以

上
の
割
合
で
は
、
女
性
正
規
は
男
性
正
規
の
約
二
倍
の
割
合
を
占
め
て
い
た
。

　　

三
．
三　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　

│
│
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
傾
向

　　
（
一
）
抑
う
つ
：
無
気
力

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
抑
う
つ
の
な
か
で
も

無
気
力
の
側
面
（
最
近
二
週
間
で
、「
何
か
や
ろ
う
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
り
、

楽
し
く
な
い
」）
に
つ
い
て
の
傾
向
を
図
10
に
示
す
。
全
体
で
は
、「
全
く
な
い
」
三
九
・
四
％
、「
数
日
」

三
九
・
八
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
一
・
四
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
九
・
四
％
で
あ
っ
た
。
男
性
全

体
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
三
・
三
％
、「
数
日
」
三
八
・
八
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
〇
・
三
％
、「
ほ

ぼ
毎
日
」七
・
八
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で
は
、「
全
く
な
い
」三
六
・
八
％
、「
数
日
」四
〇
・
五
％
、「
二

週
間
の
半
分
以
上
」
一
二
・
二
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
、

「
全
く
な
い
」
の
割
合
が
六
％
程
度
低
く
、
無
気
力
の
状
況
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
六
・
五
％
、「
数

図９　ジェンダー・働き方別：コロナ禍後の在宅勤務の割合
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日
」
四
二
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以

上
」
八
・
五
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
三
・
〇
％

で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
全
く
な

い
」
四
六
・
〇
％
、「
数
日
」
三
九
・
〇
％
、

「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
七
・
〇
％
、「
ほ

ぼ
毎
日
」
八
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」

で
は
、「
全
く
な
い
」
三
四
・
〇
％
、「
数

日
」
三
二
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」

一
七
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
七
・
〇
％

で
あ
っ
た
。
正
規
と
非
正
規
に
つ
い
て
は

「
全
く
な
い
」
の
割
合
が
最
も
高
く
約
五

割
弱
と
同
程
度
だ
っ
た
の
に
対
し
、
無
職

で
は
「
全
く
な
い
」
の
割
合
は
正
規
・
非

正
規
と
比
べ
て
約
一
割
強
も
低
く
、
一
方

で
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
の
割
合
は
正
規
・
非
正
規
の
約
二
倍
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
の
割
合
は
、
正

規
の
約
五
倍
、
非
正
規
の
約
二
倍
で
あ
り
、
無
気
力
の
状
況
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
見
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
三
八
・
五
％
、

「
数
日
」
四
四
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
九
・
五
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
八
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

「
非
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
三
七
・
五
％
、「
数
日
」
三
九
・
五
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」

一
一
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」一
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
全
く
な
い
」三
四
・
五
％
、「
数
日
」

三
八
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
六
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
ど
の

働
き
方
で
も
最
も
割
合
が
高
い
の
は
「
数
日
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、無
職
、非
正
規
、正
規
の
順
に
「
二

週
間
の
半
分
以
上
」
と
「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
た
割
合
が
高
く
、
正
規
よ
り
も
無
職
の
方
が
、
約

一
割
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
男
性
無
職
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
の
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
の
な

か
で
無
気
力
の
状
況
が
最
も
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　　
（
二
）
抑
う
つ
：
憂
う
つ

　

抑
う
つ
の
な
か
で
も
憂
う
つ
の
側
面（
最
近
二
週
間
で
、「
気
分
が
重
か
っ
た
り
、憂
う
つ
だ
っ
た
り
、

絶
望
的
に
感
じ
る
」）
に
つ
い
て
の
傾
向
を
図
11
に
示
す
。
全
体
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
一
・
四
％
、

「
数
日
」
三
八
・
二
％
、「
二
週
間
の
半
分

以
上
」一
〇
・
七
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」九
・
七
％

で
あ
っ
た
。
男
性
全
体
で
は
、「
全
く
な

い
」
四
五
・
五
％
、「
数
日
」
三
七
・
八
％
、

「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
八
・
三
％
、「
ほ

ぼ
毎
日
」
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全

体
で
は
、「
全
く
な
い
」
三
八
・
七
％
、「
数

日
」
三
八
・
五
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」

一
二
・
三
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
〇
・
五
％

で
あ
っ
た
。
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
、

「
全
く
な
い
」
の
割
合
が
六
％
程
度
低
く
、

憂
う
つ
の
状
況
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み

た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」

五
〇
・
〇
％
、「
数
日
」四
〇
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」七
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」三
・
〇
％
で
あ
っ

た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
七
・
〇
％
、「
数
日
」
三
七
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」

四
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
三
五
・
〇
％
、「
数
日
」

三
四
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
五
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
六
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
正
規

と
非
正
規
に
つ
い
て
は
「
全
く
な
い
」
の
割
合
が
約
五
割
と
同
程
度
だ
っ
た
の
に
対
し
、
無
職
で
は

「
全
く
な
い
」
の
割
合
は
正
規
・
非
正
規
と
比
べ
て
約
一
五
％
低
か
っ
た
。
一
方
で
、「
二
週
間
の
半

分
以
上
」
と
「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
た
割
合
は
無
職
、
非
正
規
、
正
規
の
順
に
高
く
、
無
職
の
割

合
は
正
規
の
約
三
倍
、
非
正
規
の
約
一
・
五
倍
で
あ
り
、
憂
う
つ
の
状
況
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
見
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
一
・
五
％
、

「
数
日
」
四
〇
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
二
・
五
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
六
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

「
非
正
規
」
で
は
、「
全
く
な
い
」
四
一
・
〇
％
、「
数
日
」
三
六
・
五
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」

一
一
・
五
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」一
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
全
く
な
い
」三
三
・
五
％
、「
数
日
」

三
九
・
〇
％
、「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
一
三
・
〇
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
一
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。
男
性

と
同
様
、
無
職
、
非
正
規
、
正
規
の
順
に
「
二
週
間
の
半
分
以
上
」
と
「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
た

割
合
が
高
く
、無
職
は
正
規
よ
り
も
約
一
・
五
倍
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
、女
性
無
職
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

図10　ジェンダー・働き方別：抑うつ（無気力）の傾向

■全くない ■数日 ■２週間の
　半分以上

■ほぼ毎日

図11　ジェンダー・働き方別：抑うつ（憂うつ）の傾向

■全くない ■数日 ■２週間の
　半分以上

■ほぼ毎日

男　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

女　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

合　計
100.0％0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

男　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

女　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

合　計
100.0％0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％
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働
き
方
別
の
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
の
な
か
で
憂
う
つ
の
状
況
が
最
も
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　　
（
三
）
生
活
満
足
度

　

続
い
て
、
生
活
満
足
度
の
傾
向
を
図

12
に
示
す
（
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
は

低
〔
〇
〜
三
点
〕、
中
〔
四
〜
六
点
〕、
高

〔
七
〜
一
〇
点
〕
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

け
て
分
析
を
行
っ
た
）。
全
体
で
は
「
低
」

二
八
・
一
％
、「
中
」
四
二
・
九
％
、「
高
」

二
九
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
男
性
全
体
で
は
、

「
低
」三
五
・
五
％
、「
中
」四
二
・
五
％
、「
高
」

二
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
女
性
全
体
で
は
、

「
低
」二
三
・
二
％
、「
中
」四
三
・
二
％
、「
高
」

三
三
・
七
％
で
あ
っ
た
。
男
性
よ
り
も
女

性
の
方
が
生
活
満
足
度
が
高
い
者
の
割
合

が
約
一
割
程
度
高
く
、
一
方
で
、
低
い
者

の
割
合
が
一
割
程
度
低
か
っ
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
低
」
二
九
・
〇
％
、「
中
」

四
四
・
〇
％
、「
高
」
二
七
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
低
」
三
五
・
〇
％
、「
中
」

四
四
・
〇
％
、「
高
」二
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
低
」四
九
・
〇
％
、「
中
」三
八
・
〇
％
、「
高
」

一
三
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
無
職
、
非
正
規
、
正
規
の
順
に
生
活
満
足
度
が
低
い
者
の
割
合
が
高
く
、

一
方
で
生
活
満
足
度
の
高
い
者
の
割
合
が
低
か
っ
た
。
特
に
無
職
で
は
生
活
満
足
度
の
低
い
者
の
割

合
が
突
出
し
て
高
く
、
約
五
割
に
上
っ
て
い
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
見
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
低
」
二
二
・
五
％
、「
中
」

三
八
・
五
％
、「
高
」
三
九
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
低
」
二
五
・
〇
％
、「
中
」

四
六
・
〇
％
、「
高
」二
九
・
〇
％
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
低
」二
二
・
〇
％
、「
中
」四
五
・
〇
％
、「
高
」

三
三・
〇
％
で
あ
っ
た
。女
性
は
、働
き
方
に
よ
っ
て
生
活
満
足
度
の
低
い
者
の
割
合
に
差
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
生
活
満
足
度
の
高
い
者
の
割
合
が
正
規
で
顕
著
に
高
く
約
四
割
に
も
上
っ
て
い
た
。

　

三
．
四　

家
事
時
間
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　

│
│
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
傾
向

　

以
上
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
変
化
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
基
本
的
な
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
き

た
。
本
節
で
は
、
本
稿
の
主
な
目
的
で
あ
る
家
事
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
ま

ず
は
、
家
事
時
間
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
係
に

つ
い
て
、
相
関
係
数
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し

て
い
く
。

　

は
じ
め
に
、
家
事
時
間
変
化
と
抑
う
つ
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方

別
に
相
関
係
数
の
値
を
ま
と
め
た
も
の
を
表
３
に
示
す
。
な
お
、
抑
う
つ
の
得
点
に
つ
い
て
は
、
無

気
力
と
憂
う
つ
の
２
項
目
の
合
計
点
で
あ
る
。
最
低
〇
点
〜
最
高
八
点
を
と
り
、
点
数
が
高
い
ほ
ど
、

抑
う
つ
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
す
。

　

全
体
的
に
家
事
時
間
変
化
と
抑
う
つ
の
間
に
は
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、
家
事
時
間
が
増
え

た
者
ほ
ど
抑
う
つ
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
は
男
女
と
も
に
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ

た
。
加
え
て
、
特
に
、
男
性
正
規
と
女
性
無
職
の
相
関
係
数
の
値
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
傾
向

が
強
く
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、
家
事
時
間
変
化
と
生
活
満
足
度
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方

別
に
ま
と
め
た
も
の
を
表
４
に
示
す
。
な
お
、
生
活

満
足
度
の
得
点
に
つ
い
て
は
〇
点
か
ら
一
〇
点
ま
で

を
と
り
、
点
数
が
高
い
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
高
い
こ

と
を
示
す
。

　

全
体
的
に
家
事
時
間
変
化
と
生
活
満
足
度
の
間
に

は
有
意
な
相
関
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
女

性
で
は
家
事
時
間
変
化
と
生
活
満
足
度
の
間
に
は
有

意
な
負
の
相
関
が
み
ら
れ
、
家
事
時
間
が
増
え
た

図12　ジェンダー・働き方別：生活満足度の傾向

■低
　（0～3点）

■中
　（4～6点）

■高
　（7～10点）

男　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

女　

性

正　規

非正規

無　職

合　計

合　計
100.0％0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

表３　ジェンダー・働き方別：
　　　家事時間変化と抑うつの関係

ジェンダー 働き方 家事時間変化×　
抑うつの相関係数1）

男　性

正　規 0.214**
非正規 0.133
無　職 0.002
合　計 0.118*

女　性

正　規 0.107
非正規 －0.028
無　職 0.231***
合　計 0.12*

合　　　計 0.128***
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05

表４　ジェンダー・働き方別：
　　　家事時間変化と生活満足度の関係

ジェンダー 働き方 家事時間変化×　　　
生活満足度の相関係数1）

男　性

正　規 　0.142**
非正規 　0.08
無　職 －0.132
合　計 　0.056

女　性

正　規 －0.075
非正規 －0.067
無　職 －0.142*
合　計 －0.092*

合　　　計 －0.014
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05
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者
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
傾
向
は
、
女
性
無
職
に
お
い
て
や
や
強
く
表

れ
て
い
た
。
一
方
、
男
性
正
規
で
は
、
家
事
時
間
変
化
と
生
活
満
足
度
の
間
に
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、

家
事
時
間
が
増
え
た
者
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
男
性
正
規
と
女
性
無
職
で
は

逆
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

以
上
よ
り
、
家
事
時
間
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
み
る
と
家
事

時
間
変
化
と
抑
う
つ
の
間
に
は
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
家
事
時
間
変
化
と
生
活
満

足
度
の
間
に
は
有
意
な
相
関
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
男
性
正
規
で
家
事
時
間
が
増
え
た
者

ほ
ど
抑
う
つ
傾
向
が
強
い
傾
向
な
ら
び
に
生
活
満
足
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
女
性
無

職
で
は
、家
事
時
間
が
増
え
た
者
ほ
ど
抑
う
つ
傾
向
が
強
く
、生
活
満
足
度
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
女
性
無
職
に
つ
い
て
は
図
８
で
み
た
よ
う
に
現
在
の
家
事
負
担
割
合
が
七
〜
一
〇
割
の
者

が
約
九
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
家
事
時
間
の
増
加
は
負
担
増
の
意
味
合
い
が
強
く
、
そ
れ
が
抑

う
つ
傾
向
の
強
さ
と
生
活
満
足
度
の
低
さ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
男
性
正
規
に

つ
い
て
は
、
図
８
の
現
在
の
家
事
負
担
割
合
は
約
七
割
の
者
が
〇
〜
三
割
程
度
で
あ
り
、
負
担
度
が

あ
ま
り
高
く
な
い
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
家
事
時
間
の
増
加
は

こ
れ
ま
で
に
比
べ
れ
ば
負
担
増
で
も
あ
る
一
方
、
何
ら
か
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
が
、
抑
う
つ
が
強
い
一
方
で
生
活
満
足
度
が
高
い
と
い
う
、
一
見
矛
盾

す
る
結
果
と
な
っ
て
表
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

三
．
五　

家
事
負
担
感
の
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　

│
│
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
傾
向

　　

次
に
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
つ
い
て
、
相
関
係
数
を
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
抑
う
つ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
体
な
ら

び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
に
相
関
係
数
の
値
を
ま
と
め
た
も
の
を
表
５
に
示
す
。

　

全
体
的
に
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
抑
う
つ
の
間
に
は
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、
家
事
負
担

感
が
増
え
た
者
ほ
ど
抑
う
つ
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
は
男
女
と
も
に
同
じ
傾
向

が
み
ら
れ
た
。
加
え
て
、特
に
男
性
正
規
と
男
性
非
正
規
、無
職
女
性
の
相
関
係
数
の
値
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
そ
の
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
生
活
満
足
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
働
き
方
別
に
相
関
係
数
の
値
を
ま
と
め
た
も
の
を
表
６
に
示
す
。

　

全
体
的
に
家
事
負
担
感
の
変
化
と
生
活
満
足
度
の
間
に
は
、
有
意
な
相
関
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

女
性
で
家
事
負
担
感
の
変
化
と
生
活
満
足
度
に
は
有
意
な
負
の
相
関
が
み
ら
れ
、
家
事
負
担
感
が
増

え
た
者
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
特
に
女
性
非
正
規
で
相
関
係
数
の
値
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
。

　

以
上
よ
り
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
み
る
と

家
事
負
担
感
の
変
化
と
抑
う
つ
の
間
に
は
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
家
事
負
担
感
の

変
化
と
生
活
満
足
度
の
間
に
は
有
意
な
相
関
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
女
性
に
お
い
て
は
、

家
事
負
担
感
の
変
化
と
抑
う
つ
の
間
に
有
意
な
正
の
相
関
が
、
家
事
負
担
感
の
変
化
と
生
活
満
足
度

の
間
に
有
意
な
負
の
相
関
が
み
ら
れ
た
。
女
性
で
は
家
事
負
担
感
の
増
加
は
抑
う
つ
を
強
め
、
生
活

満
足
度
を
低
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
男
性
正
規
で
は
家
事
負
担
感
が
増
え
た
者
ほ
ど
抑

う
つ
傾
向
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
同
様
に
、
女
性
無
職
で
も
、
家
事
負
担
感
が
増
え
た
者
ほ
ど

抑
う
つ
傾
向
が
強
く
、
女
性
非
正
規
で
は
、
家
事
負
担
感
が
増
え
た
者
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
低
い
傾

向
が
み
ら
れ
た
。
家
事
負
担
感
の
増
加
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
負
の
影

響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表５　ジェンダー・働き方別：
　　　家事負担感の変化と抑うつの関係

ジェンダー 働き方 家事負担感の変化×
抑うつの相関係数1）

男　性

正　規 　0.240***
非正規 　0.242*
無　職 　0.039
合　計 　0.158**

女　性

正　規 　0.069
非正規 　0.082
無　職 　0.222***
合　計 　0.133*

合　　　計 　0.146***
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05

表６　ジェンダー・働き方別：
　　　家事負担感の変化と生活満足度の関係

ジェンダー 働き方 家事負担感の変化×　
生活満足度の相関係数1）

男　性

正　規 　0.089
非正規 －0.026
無　職 　0.011
合　計 　0.057

女　性

正　規 －0.112
非正規 －0.157*
無　職 －0.068
合　計 －0.107**

合　　　計 －0.034
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05
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三
．
六　

家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
係

　　
（
一
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
：
家
事
の
複
雑
性
得
点　

続
い
て
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
係
を
み
て
い
く
。

ま
ず
、
基
本
的
な
傾
向
と
し
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
の
家
事
の
複
雑
性

得
点
を
図
13
に
示
し
、
確
認
し
て
い
く
。

　

全
体
で
は
「
デ
ー
タ
」
四
・
八
点
、「
ヒ

ト
」
四
・
四
点
、「
モ
ノ
」
三
・
〇
点
で

あ
り
、
デ
ー
タ
領
域
の
複
雑
性
得
点
の

値
が
最
も
高
か
っ
た
。
男
性
全
体
で
は
、

「
デ
ー
タ
」
三
・
九
点
、「
ヒ
ト
」
四
・
一
点
、

「
モ
ノ
」
二
・
五
点
で
あ
り
、
ヒ
ト
領
域

の
複
雑
性
得
点
の
値
が
最
も
高
か
っ
た
。

女
性
全
体
で
は
、「
デ
ー
タ
」
五
・
五
点
、

「
ヒ
ト
」
四
・
四
点
、「
モ
ノ
」
三
・
三
点

で
あ
り
、
デ
ー
タ
領
域
の
複
雑
性
得
点

の
値
が
最
も
高
か
っ
た
。
男
性
よ
り
も

女
性
の
方
が
す
べ
て
の
領
域
で
複
雑
性

得
点
が
高
く
、
女
性
の
方
が
自
己
裁
量
度
の
高
い
複
雑
な
家
事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
デ
ー
タ
領
域
と
モ
ノ
領
域
に
お
い
て
は
、
複
雑
性
得
点
に
は
約
一
点
の
開
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

女
性
は
デ
ー
タ
領
域
の
複
雑
性
得
点
が
最
も
高
い
の
に
対
し
、
男
性
は
ヒ
ト
領
域
の
複
雑
性
得
点
が

最
も
高
く
、
複
雑
性
得
点
が
最
も
高
い
領
域
が
異
な
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
男
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
み
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
デ
ー
タ
」
四
・
四
点
、「
ヒ
ト
」

四
・
九
点
、「
モ
ノ
」
二
・
九
点
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
デ
ー
タ
」
三
・
五
点
、「
ヒ
ト
」
三
・
五
点
、

「
モ
ノ
」二
・
二
点
で
あ
っ
た
。「
無
職
」で
は
、「
デ
ー
タ
」三
・
三
点
、「
ヒ
ト
」三
・
一
点
、「
モ
ノ
」二
・
二

点
で
あ
っ
た
。
ど
の
領
域
の
複
雑
性
得
点
も
正
規
、
非
正
規
、
無
職
の
順
に
高
く
、
非
正
規
と
無
職

の
得
点
は
ど
の
領
域
も
同
じ
く
ら
い
だ
っ
た
の
に
対
し
、
正
規
は
非
正
規
・
無
職
に
比
べ
デ
ー
タ
領

域
で
は
約
一
点
、
ヒ
ト
領
域
で
は
一
・
五
点
、
モ
ノ
領
域
で
は
〇
・
七
点
高
か
っ
た
。

　

同
様
に
、
女
性
に
つ
い
て
働
き
方
別
に
見
た
場
合
、「
正
規
」
で
は
、「
デ
ー
タ
」
五
・
二
点
、「
ヒ

ト
」
四
・
五
点
、「
モ
ノ
」
三
・
二
点
で
あ
っ
た
。「
非
正
規
」
で
は
、「
デ
ー
タ
」
五
・
六
点
、「
ヒ
ト
」

四
・
六
点
、「
モ
ノ
」
三
・
三
点
で
あ
っ
た
。「
無
職
」
で
は
、「
デ
ー
タ
」
五
・
六
点
、「
ヒ
ト
」
四
・
六

点
、「
モ
ノ
」
三
・
三
点
で
あ
っ
た
。
女
性
は
、
ど
の
領
域
で
も
働
き
方
に
よ
っ
て
複
雑
性
得
点
に
あ

ま
り
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
で
比
較
し
た
場
合
、
男
性
正
規
は

ヒ
ト
領
域
で
最
も
複
雑
性
得
点
が
高
か
っ
た
。

　　
（
二
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
：
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

　

家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関

係
に
つ
い
て
、
相
関
係
数
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て

確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と

抑
う
つ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
体
な
ら
び
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
働
き
方
別
に
相
関
係
数
の
値
を
ま

と
め
た
も
の
を
表
７
に
示
す
。

　

全
体
的
に
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
抑
う
つ
の

間
に
は
モ
ノ
領
域
で
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、

モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
が
高
い
者
ほ
ど

抑
う
つ
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
男
女

別
に
相
関
を
み
た
場
合
、
女
性
で
有
意
な
正
の
相

関
が
み
ら
れ
た
。
加
え
て
、
特
に
男
性
正
規
と
女

性
正
規
の
相
関
係
数
の
値
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
男
性
正
規
に
お
い
て
の
み
ヒ
ト
領
域
で
有
意
な
正
の
相
関
が

み
ら
れ
、
ヒ
ト
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
が
高
い
者
ほ
ど
抑
う
つ
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
、全
体
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

働
き
方
別
に
相
関
係
数
の
値
を
ま
と
め
た
も
の
を
表
８
に
示
す
。

　

全
体
的
に
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
の
間
に
は
、
デ
ー
タ
領
域
、
ヒ
ト
領
域
、
モ
ノ

領
域
す
べ
て
で
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、
各
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
が
高
い
者
ほ
ど
生
活

満
足
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
特
に
デ
ー
タ
領
域
と
ヒ
ト
領
域
で
相
関
係
数
の
値
は
高
か
っ
た
。

図13　ジェンダー・働き方別：家事の複雑性得点の傾向
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　表７　ジェンダー・働き方別：
　　　　家事の複雑性得点と抑うつの関係

ジェンダー 働き方
家事の複雑性得点（各領域）
と抑うつの相関係数1）　　　

データ ヒ　ト モ　ノ
男　性 正　規 　0.02 　0.18* 　0.20**

非正規 －0.02 －0.09 －0.02
無　職 －0.01 －0.03 　0.03
合　計 －0.04 －0.02 　0.05

女　性 正　規 　0.06 　0.05 　0.23***
非正規 　0.04 　0.02 　0.07
無　職 　0.02 －0.05 　0.01
合　計 　0.05 　0.01 　0.11**

合　　　計 　0.03 　0.00 　0.10**
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05
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ま
た
、
男
女
別
に
相
関
を
見
た
場
合
、
男
女
と
も

に
デ
ー
タ
領
域
と
ヒ
ト
領
域
で
有
意
な
正
の
相
関

が
み
ら
れ
、
男
性
の
方
が
相
関
係
数
の
値
が
大
き

く
女
性
よ
り
も
強
い
相
関
が
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、

男
性
・
女
性
と
も
に
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性

得
点
と
生
活
満
足
度
と
の
間
に
は
有
意
な
相
関
関

係
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。ま
た
、男
性
正
規
で
デ
ー

タ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
の

間
に
有
意
な
正
の
相
関
が
、
男
性
非
正
規
で
ヒ
ト

領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
の
間

に
有
意
な
正
の
相
関
が
、
男
性
無
職
で
す
べ
て
の

領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
の
間

に
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
。

　

以
上
よ
り
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
み
る
と
、

家
事
の
複
雑
性
得
点
と
抑
う
つ
の
間
に
は
モ
ノ
領
域
の
み
に
お
い
て
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た

一
方
で
、
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
生
活
満
足
度
の
間
に
は
デ
ー
タ
・
ヒ
ト
・
モ
ノ
す
べ
て
の
領
域
に

お
い
て
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、
特
に
デ
ー
タ
領
域
・
ヒ
ト
領
域
で
相
関
係
数
の
値
が
高
か
っ

た
。
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
が
高
い
者
ほ
ど
抑
う
つ
が
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
一
方
で
生

活
満
足
度
も
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、
デ
ー
タ
領
域
・
ヒ
ト
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点

が
高
い
者
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
男
性
に
よ
り
強
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

デ
ー
タ
領
域
・
ヒ
ト
領
域
に
お
い
て
よ
り
複
雑
な
（
＝
自
己
裁
量
度
の
高
い
）
家
事
を
行
う
こ
と
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
正
の
影
響
を
与
え
る
一
方
、
モ
ノ
領
域
に
お
い
て
よ
り
複
雑
な
（
＝
自
己
裁
量

度
の
高
い
）
家
事
を
行
う
こ
と
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
負
の
影
響
を
与
え
が
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
男
性
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
職
業
生
活
が
以
前
よ
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
か

で
、
家
庭
に
お
い
て
よ
り
複
雑
で
自
己
裁
量
度
の
高
い
家
事
を
行
う
こ
と
（
特
に
、
家
計
管
理
や
人

づ
き
あ
い
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
）
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

　

　

三
．
七　

家
事
時
間
変
化
・
負
担
感
変
化
・
内
容
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ

　　

家
事
の
複
雑
性
得
点
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
連
す
る
か
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
指
標
別
に
重
回
帰
分

析
を
行
っ
た
。
家
事
の
複
雑
性
得
点
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
連
要
因
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
働
き

方
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
同
居
、
教
育
年
数
、
家
事
負
担
感
・
生
活
時
間
・
会
話
頻
度
変
化
、

家
事
の
複
雑
性
得
点
を
投
入
し
た
。

　

抑
う
つ
に
つ
い
て
は
、
女
性
ダ
ミ
ー
、
家
事
負
担
感
変
化
、
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
で

有
意
な
正
の
関
連
が
示
さ
れ
た
。
加
え
て
、
正
規
ダ
ミ
ー
、
非
正
規
ダ
ミ
ー
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

同
居
ダ
ミ
ー
、教
育
年
数
、会
話
頻
度
変
化
で
有
意
な
負
の
関
連
が
示
さ
れ
た
。
な
か
で
も
配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
同
居
ダ
ミ
ー
と
正
規
ダ
ミ
ー
の
標
準
化
係
数
の
値
が
大
き
く
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

と
同
居
し
て
い
な
い
こ
と
や
無
職
で
あ
る
こ
と
が
抑
う
つ
傾
向
の
強
さ
と
の
関
連
が
大
き
い
と
い
え

る
。
ま
た
、
ほ
か
の
変
数
を
統
制
し
て
も
家
事
負
担
感
変
化
と
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
で

有
意
な
正
の
影
響
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
事
負
担
感
が
増
え
た
こ
と
や
モ
ノ
領
域
に
お
い
て
よ
り

複
雑
な
家
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
抑
う
つ
傾
向
を
強
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

生
活
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
女
性
ダ
ミ
ー
、
正
規
ダ
ミ
ー
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
同
居
ダ
ミ
ー
、

余
暇
時
間
変
化
、
会
話
頻
度
変
化
、
デ
ー
タ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
で
有
意
な
正
の
関
連
が
示

さ
れ
た
。
加
え
て
、
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
得
点
で
有
意
な
負
の
関
連
が
示
さ
れ
た
。
な
か
で

も
会
話
頻
度
変
化
、
女
性
ダ

ミ
ー
の
標
準
化
係
数
の
値
が

大
き
く
、
会
話
頻
度
の
増
加

や
女
性
で
あ
る
こ
と
が
生
活

満
足
度
の
高
さ
と
の
関
連
が

大
き
い
と
い
え
る
。
ま
た
、

ほ
か
の
変
数
を
統
制
し
て
も

デ
ー
タ
領
域
の
家
事
の
複
雑

性
得
点
で
有
意
な
正
の
影
響

が
残
り
、
ま
た
モ
ノ
領
域
の

家
事
の
複
雑
性
得
点
で
も
単

相
関
の
場
合
と
異
な
り
有
意

　表８　ジェンダー別・働き方別：
　　　　家事の複雑性得点と生活満足度の関係

ジェンダー 働き方
家事の複雑性得点（各領域）
と生活満足度の相関係数1）　

データ ヒ　ト モ　ノ
男　性 正　規 0.21** 0.04 －0.04

非正規 0.18 0.23* 　0.10
無　職 0.20* 0.20* 　0.22*
合　計 0.23*** 0.17*** 　0.09

女　性 正　規 0.09 0.09 －0.05
非正規 0.12 0.13 　0.04
無　職 0.08 0.04 　0.02
合　計 0.09* 0.09** 　0.00

合　　　計 0.20*** 0.14*** 　0.08**
1）PiasonのR：***p< .001, **p< .01, *p< .05

　表９　各メンタルヘルス指標に対する
　　　　重回帰分析の結果

説明変数 抑うつ 生活満足度
β β

女性ダミー
正規ダミー
非正規ダミー
配偶者・パートナー同居ダミー
教 育 年 数
家事負担感変化
家事時間変化
在宅時間変化
勤務時間変化
余暇時間変化
会話頻度変化
データ複雑性
ヒト複雑性
モノ複雑性

　0.068*
－0.150***
－0.105**
－0.168***
－0.073*
　0.100*
　0.031
　0.054
－0.015
－0.037
－0.069*
　0.012
－0.041
　0.113***

　3.426***
　1.969*
　0.831
　3.065**
　0.929
－1.184
－1.118
－0.802
－0.048
　2.491*
　4.175***
　2.750**
　1.758
－1.990*

R^2 　0.090 　0.107
調整済みR^2 　0.077 　0.095

***p< .001, **p< .01, *p< .05
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な
負
の
影
響
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
領
域
に
お
い
て
よ
り
複
雑
な
家
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
生
活
満
足
度
を
高
め
る
一
方
で
、
モ
ノ
領
域
に
お
い
て
よ
り
複
雑
な
家
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

生
活
満
足
度
を
低
め
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
後
者
の
結
果
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
道
具
を
利
用
す
る
こ

と
で
モ
ノ
領
域
の
家
事
の
複
雑
性
を
下
げ
た
方
が
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
モ
ノ
領
域
の
家

事
の
複
雑
性
が
低
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
支
持
さ
れ
る
現
代
的
な
価
値
観
（
家
事
の
「
時
短
」
選
好

な
ど
）
の
表
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
よ
り
、
家
事
関
連
要
因
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
有
意

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　　
四　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　　

本
研
究
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
事
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
に
つ
い
て
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

働
き
方
に
注
目
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
生
活
変
化
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
変
化

の
仕
方
は
一
様
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
働
き
方
に
よ
っ
て
異
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

い
う
本
調
査
結
果
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
異
な
る
立
場
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
き
め
細
や
か
な
支
援
が
行
わ
れ
る
必
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
在
宅
時
間
の
増
加
に
よ
り
、
家
事
に
関
す
る
営
み
で
も
様
々
な
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。そ
の
な
か
で
、家
事
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
有
意
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
家
事
労
働
の
価
値
を
再
考
し
、
心
身
の
健
康
維
持
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
の
生
活

の
な
か
で
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同

時
に
、
モ
ノ
領
域
の
家
事
労
働
に
つ
い
て
は
複
雑
性
の
高
い
家
事
に
取
り
組
む
ほ
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
領
域
の
家
事
を
ど
こ
ま
で
行
う

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
分
か
ち
合
う
の
か
に
つ
い
て
、
社
会
に
お
け
る
規
範
の
再
考
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
心
地
よ
い
生
活
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
高
い
生
活
）
を
そ
れ
ぞ

れ
が
整
え
て
い
く
た
め
に
、
家
事
労
働
に
つ
い
て
今
後
活
発
な
議
論
や
再
検
討
が
社
会
的
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
各
家
事
項
目
の
内
容
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
連
を
検
討
す
る

な
ど
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
調
査
を
実
施
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
と

も
な
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
部
分
に
お
い
て
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

一
方
で
、
新
し
い
生
活
様
式
は
ど
の
よ
う
な
部
分
に
お
い
て
定
着
・
持
続
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て

そ
れ
ら
の
生
活
の
状
況
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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